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  EVENT 

　3月23日(月)、本校体育館にて終業式が行われ、校長先生よりお話
がありました。まず、この1年間、学習や学校生活に真摯に取り組ん
できた生徒たちの姿勢に対して、「努力を続けてきた皆さんに敬意を
表します」と労いの言葉が送られました。続いて春休みの過ごし方に
触れ、「新しい学年でどのような自分でありたいかを考える時間にし
てほしい」とのお話がありました。一年先だけでなく、その先の将来
を見据え、自分自身の在り方を見つめ直す大切な期間にしてほしいと
いうメッセージが伝えられました。新3年生に向けては、進路実現に
向けた取り組みや部活動において、最後まで妥協せずにやり抜くこと
の重要性が語られました。また新２年生に対しては、「中堅の学年と
して学校を支える存在になる」という自覚を持ち、その役割とは何か
を具体的にイメージして行動してほしいと呼びかけられました。さら
に、「一流を目指してほしい」という言葉が印象的に語られました。
ここでいう一流とは、人とくらべて優劣をつけるのではなく、自分自
身がより高いレベルを目指して努力し続ける姿勢であると説明されま
した。結果だけでなく、目標に向かって本気で努力する過程そのもの
に価値があると強調され、最後には、「一流を目指す集団となること
を期待しています」との言葉で締めくくられました。生徒たちは新年
度に向けての意識を高める機会となりました。
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球技大会を実施！！！

3学期終業式

　3月3日(火)に予定されていた球技大会は、あいにくの雨により延期
となり、翌日の4日(水)に実施されました。当日は天候に恵まれ、生徒
たちは待ちに待った球技大会を全力で楽しんでいました。大会は生徒
会を中心に運営され、スムーズに進行されました。
　競技は、グラウンドでドッジボール、フットサル、ソフトボール、
体育館でバドミントンとバレーボールが行われました。どの競技も白
熱した戦いが繰り広げられ、会場は大いに盛り上がりました。
　ドッジボールでは、素早い動きや正確な投球が光るハイレベルな試
合が展開され、観客の応援にも熱が入りました。フットサルでは、サ
ッカー部の生徒や運動能力の高い生徒たちが活躍し、どの試合も接戦
となり、最後まで目が離せない展開が続きました。体育館で行われた
バドミントンやバレーボールでは、笑顔あふれる和やかな雰囲気の
中、生徒たちは仲間と声をかけ合いながら競技そのものを楽しんでい
る様子が印象的でした。また、ソフトボールでは多くの応援が集まる
中、各チームが本気でぶつかり合い、迫力のあるプレーが続出しまし
た。一球ごとに歓声が上がり、見応えのある試合が繰り広げられまし
た。
　クラスの枠を超えて交流を深めることができた今回の球技大会は、
生徒たちにとって思い出に残る充実した一日となりました。
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